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【目的】2020年4月に発令された緊急事態宣言により，家で過ごす時間が増え，リモートワークも増えた．日本

では家事の負担が女性に偏っており，男性の家事遂行を阻む理由の一つとして男性は帰宅が遅く，家事ニーズが

高い時間帯に家にいないことが指摘されている（不破 2019）．一方で，パンデミック中の子を持つ男女を対象と

したアメリカの調査からは，女性の方が家事を増やしたと答える割合が高いが，リモートワークをした男性はし

ていなかった男性に比べ，家事を増やしたと答える割合が高いことが示されている（Dunatchik et al. 2021）．本研

究では，緊急事態宣言下の4 ~ 5月において，リモートワークによって家にいるようになったことが，男女の世帯

内の活動，とくに家事労働に影響を与えたのかどうかを検討する．対象とする第1回目の緊急事態宣言の期間は，

2020年4月7日から2020年5月25日である． 

 

【方法】本研究で使用するデータは，東京大学社会科学研究所が実施している働き方とライフスタイルの変化に

関する全国調査（JLPS）2020（オンライン特別調査）および，比較対象として JLPS wave 13（2019年）である．

JLPSオンライン特別調査は2020年の8月から11月にかけて実施され，緊急事態宣言下の4月～5月の家事労働

についての質問が含まれている．対象の年齢は21歳から53歳であった．従属変数は，食事の用意，洗濯，家の

掃除，日用品・食料品の買い物とそれらを合算した家事頻度である．これらに加え，補完的にリモートワークの

場所（自分一人の個室，自分専用のコーナー，居間のテーブルまたはダイニングテーブル，寝室・ベッドルーム，

それ以外の自宅の部屋，その他）についても分析する．分析では，新型コロナウイルスの影響を受けていない JLPS 

wave 13（2019年1月から3月に調査）と JLPSオンライン特別調査による4月 ~ 5月時点の，2時点間の家事の

頻度が異なるのか，さらに4月から5月時点の家事頻度が，リモートワークの頻度によってどのような影響を受

けるのかを平均値などから比較する．さらに，リモートワークの場合に，男女がどのように世帯内の空間使用を

行っていたのかをリモートワークの場所についての分析から示す． 

 

【結果】家事頻度については，2019年と比較して2020年4月・5月は家事頻度が有意に高い．性別で分けてもこ

の関連はみられた．家事の種類別にみると，食事の用意，洗濯，家の掃除は男女ともに頻度が高くなったが，日

用品・食料品の買い物の頻度は，男性が増えた一方，女性は減っていた．次に，リモートワークと家事頻度の関

連を示す．女性は2020年4月・5月のリモートワークの日数と家事頻度に関連はみられなかった．男性はリモー

トワークをしていない人と比べ，週に5日以上リモートワークをした人の家事頻度が有意に高い．それ以外のリ

モートワークの日数では有意な差はみられなかった．リモートワークの場所と性別のクロス表では男女で有意な

違いがみられ，男性は自分一人の個室や自分専用のコーナーの割合が高く，女性は居間のテーブルまたはダイニ

ングテーブルの割合が高かった． 
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